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2，096 

3，478 

3，828 

3，972 

5，206 

-男女年齢5歳階級別人口
(平成3年10月 1日現在)

2，301 

2，772 

3，842 

3，946 

3，845 

3，619 

3，996 

4，422 

3，925 

3，442 

3，139 
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61，405人
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58，653人
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-
上
田
市
も
十
二
万
人
の
時
代
に
突
入

平
成
二
年
国
勢
調
査
に
よ
る
、
平
成
二
年
十
月
一

日
現
在
の
上
田
市
の
総
人
口
は
十
一

方
九
千
四
百
三

十
五
人
(
平
成
四
年
九
月
一

日
現
在
で
は
十
二
万

二

百
三
+
八
人
)。
こ
れ
を
男
女
別
に
み
る
と
、
女
性
の

方
が
多
く
、
女
性
百
人
に
対
す
る
男
性
の
数
は
九
五

・
三
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
を
三
区
分
別

み
る
と
、
総
人
口
に
対
し
て
、

0
1
十
四
歳
の
年

十
八
・
ニ
計
、
十
五

1
六
十
四
歳
の
生
産

十
七
・

三
M
h
、
六
十
五
歳
以
上
の
老

討
を
占
め
て
い
ま
す
。

.94，383 
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城山
崎
即

蜘

-地区別人口(平成2年)
.，! ( )は昭和60年の人口

-泡尻
・小泉 4.364人
1.723人 (4.506人)
(1.647人)

・泉田
2.590人
(2.419人)

-中1毎回
8，919人
(8.449人)

-室翼
1.995人
(2.009人)

-
上
田
地
区
な
ど
減
少
、
神
科
・
川
辺
な
ど
増
加

今
回
の
調
査
で
人
口
が
増
加
し
た
地
区
は
、
神
科
地
区
の

十
四
・
九
引
を
は
じ
め
九
地
区
。
逆
に
上
回
、
塩
尻
、
殿
城
、

西
塩
田
、
別
所
、
浦
里
、
室
賀
の
七
地
区
で
人
口
が
減
少
し

ま
し
た
。
特
に
別
所
地
区
は
刀
七

・
一
山引
と
最
大
。

-
高
齢
化
の
影
響
で
老
年
人
口
が
急
上
昇

総
人
口
に
占
め
る
老
年
人
口
(
六
十
五
歳
以
上
)
は
、
一
万

七
千
三
百
九
人
で
、
前
回
の
翻
査
(
昭
和
六
十
年
)
に
比
べ

二
千
八
百
七
十
八
人
増
加
。
年
々
よ
界
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
増
加
率
も
高
〈
、
こ
こ
数
回
の
国
努
調
査
の
結
果
で
も

急
激
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

-老年人口(65歳以上)の推移

40 55 50 

7 

45 

15，0∞ 

10. 

[3] 広額うえだ4.10. 



市道

897.925km a 

製造築

22，948人

農林水産禦 184人

-事業所敏 7.2日5

不動産業

683人

v-

転 入

幽
13. 1人

人口密度

匝E
1 Km'当たり

619人

医療施設数

匝司
142世帯に1つ

自動車

聞
It量移当たり

1.9台

-従業者数 60.439人
道総・通信鍵

2，418人

L 同
年利昭口

1
1
1
1
1

総数 2.179庖

日円
同
国

挙δ

県道

90.907刷

(4] 7 広報うえだ4.10. 

そ
の
他
の
小
売
業

う
器
等
小
売
業

家
具
・建
具
・じ
ゅ

小

売

然

自
動
車

・
自
転
車

飲
食
料
品
小
売
繁

回
り
&
小
売
業

織
物
・衣
服
・身
の

各
種
商
品
小
売
鍵

そ
の
他
の
卸
売
業

う
器
等
卸
売
業

家
具
・建
具
・じ
ゅ

物

卸

売

業

農
京
国
産
物

・
水
産

品

卸

売

業

衣
服

・
身
の
回
り

再
生
資
源
卸
売
業

建
築
材
料
卸
売
幾

機
械
銭
円
揖
卸
売
業

卸

売

幾

鉱
物

・
金
属
材
料

化
学
製
品
卸
売
業



上田市
の

日 堅副
死亡

2.0組 0.44組3.4人 2.2人

市民生活一品川 一国叩 7'13冊

届|

注目
265億3，612万円

世F詩人員

直E
市機員数 公園面積

出
|世帯当たり

373，057円
1 ，049人 145.95ha It量得当たり

3.0人

ごみ収集量(年間) し尿収集量 (年間) 水道使用料(年間)

同
|世帯当たり

1. Ot (不燃物除<)

1世帯当たり

1 .7t 
It量得当たり

412 mS 

-専兼業別震家数の構成比の移り変わり

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

昭和35年 33.6 36.1 30.3 

-- ---35.1 48.8 

/ --]2.1 23.5 64.4 

../" 

77.6 

11.1 12.7 76.2 

11.8 77.7 

/ 

12.8 80.1 

昭和40年

昭和45年

昭和50年

昭和55年

昭和60年

平成2年

口専業 口第一種兼業口第二種兼業

(自営業が主) (自営業が従)

(5] 広報うえだ4.10. 1 

電力消費量{年間) 電話加入数

~ 画
It堂格当たり

3， 114kW H 
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-就業状態別世帯員数の構成出
( 16歳以上)
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九
月
十
日
、
市
内
九
十
五
歳
以
上
の
ゴ
年
寄
リ
毛
に
、

敬
老
祝
い
の
訪
問
が
行
わ
札
ま
し
た
。

こ
の
日
は
永
野

市
長
な
ど
が
、

.h
歳
以
上
の
お
年
寄
り
宅
四
軒
を
訪
問
。

市
内
最
高
齢
の
成
田
栄
さ
ん
{
問
歳

・
西
脇

1
写
真

1
)

毛
で
は
、
「
市
内
で
一
番
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
も
県
内
一

番
目
指
し
て
頑
張
っ
て
」
と
、
永
野
市
長
が
励
ま
す
場

面
も
あ
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
問
気
で
し
た
。

103歳成田さん、長寿を祝福

盛況f

ふれあい広場

.、'--1 1-ー

アヴアヴめおや手、上回に集合
保 I)~ 存地のおやきが上旬| に一一一 9 ) J 131:1、 j毎野

町イ ベン 卜広場で「都 l回{出・Hおやきフェスティ

パル INillf.~f'IßJj が捌かれました。 iflf.~í'町尚町街振

興組合の主{慌て'、長野川J'小川村・巾条村など 5di 
11汀村から 6付:カ什叫んどの病むi三L、行事IJができ、

また、一舵参加のおやきの突出などもあリました。

お
年
舟
リ
J
U
子
ど
も
も
隙
持
者
も
、
全
て
の
市

民
が
支
え
ん
け
い
、
化
ハ
に
生
き
る
一
悩
祉
の
ま
ち
っ
く

り
を
進
め
て
い
こ
う
と
、
九
月
十
三
日
、
う
え
だ
市

民
ふ
れ
あ
い
広
場
が
削
泣
館
で
捌
か
れ
ま
し
た
れ

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ク
ル

l
フ
に
よ
る
前
動
の
民
.. 小
や

版
充
、
な
ど
に
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

(6] 

-EZZ目白星事肩皇官目玉量ZE編I~:同

技能労務臓員を募集
上回地域広域行政よい務組合では、

技能労務職(技術以 ・業務員など)

を非集します。

t募集人員 寺川二名 t申し込み

版挺昔、を同組介事務局 (上回創造館

内 ・2⑫21 3 0 )へ bその他

第2・4土附日は閉庁です。
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あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か

。
シ
ル
バ
ー
発
明

ク
ラ
ブ
戸
参

γ

定
年
を
迎
え
て
職
場
を
退
職
さ

れ
た
か
た
、
第
二
の
生
き
が
い
を

求
め
て
「
発
明
」

に
あ
な
た
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
「
発
叫
」
と
い
っ
て
ら
大
小
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
ど
な
た
で
も
必

ず

一
つ
や
二
つ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
は

お
持
ち

の
は
ず
で
す
占
山
分
の
健

康
を
守
リ
、
ぽ
け
を
防
止
す
る
ぷ

昧
で

L
「
シ
ル
バ
ー
発
明
ク
ラ
ブ

へ敏
ご

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
か

た
を
募
集
し
ま
す

-
申
し
込
み

「
シ
ル
バ

ー
発
明

ク
ラ
ブ
(
凱
ご
結
成
準
備
会
(
長

野
県
発
明
研
究
会
本
部

・
本
藤

1

8
⑫
3
0
5
3
)
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天
白
山
(
下
之
条
飛
地
)

マイ

タウン
MYTOWN 

_j提|言|

お話

工藤政好記

(82歳・下之条)

飛
地
に
長
い
長
い
階
段

天
白
山
は
、
正
式
名
を
「
刻
々
岐
(
立
)
山
神

社
」
と
い
い
、
地
元
で
は
「
天
白
さ
ん
」
の
名

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

u

社
は
山
の
上
に
あ
リ
、

ふ
も
と
か
ら
長
〈
急
な
お
段
が
上
ま
で
続
い
て

い
ま
す
。
そ
の
数
は
五
.
内
六
寸
三
段
と
も
五
百

九
十
六
段
と
も
。
こ
の
周
辺
は
昔
か
ら
下
之
条

の
「
飛
地
」
で
、
山
の
ふ
も
と
か

「
古
民
救
」

と
い
う
地
名
で
す
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
説
が
あ

塚原吉政三

(42餓・伊勢山〉

活
水
を
流
さ
な
い
努
力
を

-:::
・
今
月
の
テ

l
マ

き
れ
い
な
水
を

守
る
た
め
に

わ
た
し
た
ち
の
命
を
支
え
て
く
れ

一

一
て
い
る
水
、
水
、
水
:
・
。

意
外
に
こ

一

…
の
あ
り
が
た
み
が
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
一

一
す
。
き
れ
い
な
水
質
を
守
り
、
子
孫

一

一
に
い
つ
ま
で
も
残
し
て
い
く
た
め
に

一

一
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

一

地
球
組
問
悦
で
時
境
を
与
え
る
時
代
と

い
わ
れ
る
中
、
ま
ず
わ
た
し
た
ち
は
身

近
な
、
と
こ
ろ
か
・
り
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
の
会
社
で

は
、
み
ん
な
で
ご
み
の
問
題
を
与
え
て

み
た
ほ
か
、
こ
れ
と
同
様
に
汚
水
を
徹

底
し
て
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

お
茶
や
ビ
ー
ル
の
残
り
な
ど
を
流
さ
な

い
、
汚
れ
た
食
器
は
ま
ず
紙
で
ふ
い
て

か
ら
洗
う
と
か
:・
。
大
切
な
こ
と
は
、

る
と
の
こ
と
。
一
つ
は
、
武
田
信
玄
と
村
上
義

別

清
が
戦
っ
た
「
上
田
原
合
戦
」
の
際
、
下
之
条

[

の
人
た
ち
が
戦
火
を
逃
札
る
た
め
に
、
飛
地
に

避
難
し
た
と
い
う
説
。
も
う
一
つ
は
、
飛
地
の

古
記
敷
地
籍
が
尤
の
下
之
条
の
土
地
で
、
そ
こ

か
ら
現
荘
の
下
之
条
へ
移
っ
た
と
い
う
説
で
す

か
、
資
料
も
な
く
定
か
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

天
白
山
は
昔
、
村
上
義
治
部
の
砦
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
山
す
そ
を
切
り
崩
し
た
堀
訓
り
の

跡
め
よ
う
な
も
の
も
践
っ
て
い
ま
す
。

下
之
条
で
は
、
秋
に
若
山
八
輪
出
、
詐
{
四

月
二
十
四
日
)
に
天
白
山
で
、
そ
れ
ぞ
れ
お
祭

り
が
行
わ
れ
ま
す
。
以
前
は
、
お
祭
り
の
と
き

に
石
段
の
両
側
に
灯
能
を
飾
っ
た
も
の
で
す
。

今
よ
リ
も
山
桜
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
お
祭
り
と

花
見
が
重
な
っ
て
、
と
て
ら
き
れ
い
で
し
た
ね
。

で
き
る
だ
け
汚
水
を
流
さ
な
い
努
力
を

す
る
こ
と
で
す

こ
の
た
び
、

神
科
小
学
校
の
・
叩
を
流

れ
る
堀
越
則
一
が
河
川
改
修
き
れ
る
と
の

品
川
で
、
わ
た
し
は
版
を
小
学
校
か
ら
伊

勢
山
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
た
。
伊
勢
山

付
近
で
は
水
が
澄
ん
で
お
り
、
カ
ワ
ニ

ナ
の
ほ
か
、
サ
ワ
ガ
ニ
や
シ
ジ
ミ
が
い

る
の
に
比
べ
て
、
神
利
小
付
近
で
は
カ

ワ
ニ
ナ
の
姿
さ
え
比
ら
札
ま
せ
ん

A
I
皮
堀
越
川
明
が
改
修
さ
れ
、
親
水
公

凶
の
計
州
J
U
あ
る
よ
う
で
す
。
む
し
説

水
公
凶
が
造
ら
れ
た
と
し
て
も
、
恨
の

上
流
の
水
が
で
き
る
だ
け
汚
染
さ
れ
な

い
で
小
学
校
に
流
れ
て
こ
な
い
と
、
親

水
公
閣
の
立
味
が
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

7 広報うえだ4.10. 

近
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ス
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ぽわ
く山

し
め



モき>

玉井信一三

(43歳・伊勢山〉

現
状
認
識
子
ど
も
だ
ぢ
に

わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
神
科
地
区
は
、

住
宅
や
企
業
の
立
地
な
ど
で
開
発
が
進

ん
で
お
り
、
将
来
高
速
道
が
通
り
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
関
連
道
路
な
ど
大

-
次
回
(
十
一
月
一
日
号
)
は

り
創
造
法
」
で
す
。

十

一
月
は
「
ゆ
と
り
創
造
月
間
、

労
働
時
間
の

短
縮
や
週
休
二
日
制
、
長
期
休
暇
の
拡
充
な
ど
に

向
け
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
ま
す

ω

し
か
し
、
働
き
峰
と
言
わ
れ
る
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ

勤
労
者
の

H

ゆ
と
り
。
や
休
暇
の
充
実
は
現
状
と

し
て
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
と
言
え
る
で
し

「
わ
た
し
の
ゆ
と

木と鉄の上田橋開通
(明治23年)

砲
事
業
の
建
設
ラ

ア
ン
ュ
が
続
き
ま
す
。

当
然
予
怨
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の

開
発
に
よ

っ
て
身
近
な
自
然
が
ど
ん
ど

ん
破
壊
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
れ

は
水
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
昔
前
の
神
科
地
区
は
、
自
然
を
生

か
し
た
朋
水
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
故

近
で
は
、
川
や
用
水
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
回
め
ら
れ
た
も
の
が
数
多
く
、
ま
た

水
平
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
札
な
く
な
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
、
未
来
を

に
な
う
，
寸
ど
も
た
ち
に
認
識
さ
せ
、
自

然
の
よ
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

わ
た
し
た
ち
の
使
命
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
収
布
、

P
T
A
の
仕
事
も
し

て
い
ま
す
が
、
学
校
や

P
T
A
の
聞
か

ら
、
こ
れ
ら
河
川
の
問
題
や
水
質
汚
染

な
ど
を
地
域
に
認
識
さ
せ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
一

度
破
壊
さ
れ
て

し
ま
っ
た
自
然
は
決
し
て
元
に
は
一
民
り

ま
せ
ん
か
ら
・:
。

ょ
う
。
そ
ん
な
中
で
、
あ
な
た
独
自
の
ゆ
と
リ
の

作
り
万
と
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

〔応
募
方
法
〕
投
稿
、
五
話
で
、
十
月
十
五
日
附

ま
で
に
秘
事
課
(
市
内
大
手
一

l
一
一
|
一

六

・

内
線
1
1
1
2
)
へ
お
願
い
し
ま
す
。
投
杭
の
場

合
は
住
所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
も
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
採
用
者
に
は

「特
製
タ
オ
ル
」
を
進
呈
し

ま
す
。

コ'"

j
・
千
曲
川
洪
水
て
損
壊

丸

山

寿

日

(
邸
歳
・
新
屋
)

明
治
二
十
三
年
四
月
、
上
回
|
松
本
を
結
ぶ
二
線

路
(
現
・間
道
一
四
三
号
線
)
が
当
時
の
続
針
十
七
万

円
で
完
成
、
併
せ
て
上
回
析
も
架
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
明
治
十
五
年
六
け
の
臨
時
県
会
で
決
ま
っ
た

も
の
で
す
。

こ
の
議
会
、
長
野
が
コ
レ
ラ
流
行
の
た

め
、
議
場
を
上
回
へ
移
し
て
開
会
し
た
そ
う
で
す
。

慌
の
闘
は
五
灯
、
橋
台
は
レ
ン
ガ
造
り
、
橋
脚
は
木

と
鉄
を
使
っ
て
い
ま
す
位
百
一
な
る
洪
水
で
、
大
正

十
四
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
替
わ
り
ま
し
た
。

去
年
か
ら
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
入
っ
て
、
ス
キ
ー
を
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
上
田

市
周
辺
に
ス
キ
ー
場
が
も
っ
と
あ

れ
ば
い
い
と
思
う
。

野
球
も
大
好
き
な
の
で
、
将
来

は
巨
人
軍
に
ド
ラ
フ
ト
一
位
で
入

団
し
た
い
。
ま
た
、
市
内
に
東
京

ド
ー
ム
み
た
い
な
全
天
候
型
の
野

球
場
が
あ
れ
ば
、
冬
で
も
、
雨
の

日
で
も
楽
し
め
る
の
に
な
ァ
。

上
回
パ
ク
の
会

っています。材料は不要となった

ダンボール、包装紙、ハギレなど。

「立体絵に文詳、点字が対応し

ているので、だれもが楽しめます」

と牧野真弓さん。現在、会員を募

集中なので、興味のあるかたは牧

野さん (fi⑫6298)までどうぞ。

自の見えない子どもたちを対象

に絵本を読んであげようと、 10年

ほど前から手でさわって楽しめる

立体的な絵本を作っています。会

員は30代から50代の主婦10人。毎

月第2月H起日、午前1011寺より耐性

会館で会貝がアイディアを山し合

[9] 広報うえだ4.10. 1 



日
本
の
住
ま
い
も
和
風
か
ら
洋
風
へ
と

変
化
し
、
家
共
は
本
〈
川
性
と
装
飾
性
の
両

日山
を
兼
ね
備
え
た
、
イ
ン
テ
リ
ア
の
主
要

な
桃
成
要
素
と
な
リ
ま
し
た
。
京
共
の
純

矧
は
、
脚
む
の
{
い
す
、
ベ

ッ
ド)、

A
n
も

の
(
テ
ー
ブ
ル
、
机
)
、

桁
も
の
(
た
ん
す
、

サ
イ
ド
ボ
ー
ド
)
に
分
け
ら
れ
ま
す

物
用
途
と
目
的
を
は
っ
き
り

家
共
は
用
速
に
よ
っ
て
述
ヮ
て
き
ま
す

例
え
ば
、
食
堂
の
い
す
は
食
い
や
が
し
や
す

い
よ
・7
に
背
が
ま
っ
す
ぐ
で
、
山
世
ru.ぬ
く
、

起
元
は
騒
い
J
U

の
の
ほ
う
が
向
い
て
い
ま

す
、
一
以
対
に
リ
ビ
ン
グ
の
い
す
は
、
姿
勢

を
楽
に
し
て
座
れ
る
、
座
は
柔
ら
か
い
も

の
が
適
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

家具はあらかじめ置く場所を

決めてから選ぶのがポイント 室
内
装
飾
の
重
要
な
要
素

織物
便
利
な
オ
ー
ダ
ー
家
具
も

家
共
は
越
本
的
に
は
「物
」
を
し
ま
う
道

U
れ
で
す
。
そ
こ
で
、
収
納
ス
ペ

ー
ス
を
部

制
の
中
で
有
効
に
と
リ
た
い
場
合
、
昭
一

耐
を
家
只
に
し
ま
す
一

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は

梁
に
合
わ
せ
、
壁
而
の
よ
う
に
けん
え
る
オ

ー
タ
|
家
具
を
作
る
の
は
便
利
で

す

オ

ー
ダ
ー
と
同
様
、
い
く
つ
か
の
ユ
ニ

ッ
ト

を
組
み
合
わ
せ
て
唯
一
副
収
納
に
な
る
、
組

み
ム
H

わ
せ
が
自
配
な
も
の
に
人
気
か
あ
リ

ま
す
》
そ
の
場
合
は
、
存
作
感
の
あ
ま
り

な
い
色
や
索
村
を
仙は

う
た
ほ
う
が
、
圧
迫

感
が
な
く
、
部
屋
が
広
々
し
て
み
え
ま
す
。

家
日
穴
を
買
い
に
行
て
場
合
、
ど
こ
に
前

く
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
、

44削

に
ど
ん
な
家
具
を
買
い
た
い
か
、
イ
ン
テ

リ
ア
雑
誌
な
ど
で
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

て
お
き
ま
す
。
平
耐
図
と
メ
ジ
ャ
ー
は
持

参
し
て
、
買
い
た
い
も
の
が
収
ま
る
か
ど

う
か
を
実
際
に
測
っ
て
雌
認
し
て
く
だ
さ

い
υ

な
お
、
家
具
は
い
ぷ
体
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
奥
行
き
サ
イ
ズ
、
日
さ
を
測
り
、

確
認
す
る
の
を
忘
れ
ず
に
。

一
不
用
自
に
な
っ
疋
も
の
、
ほ
し
い
も
の
ガ
あ
り
ま
し
定

一

一
ら
、
生
活
環
境
課
ハ
内
線
A1
3
9
0
〉
へ
ご
連
絡
を
。

ファミリーキャンピング…毘困 亨

窓の女・...........…・・・・・・・・・・・・高橋洋子

家はあれども帰るを得す 関川夏央

歴史の終わり 上下

………フランシス ・フクヤマ

花やさしく … ・…………司 葉子

辞世の一句・....................木村虹雨

板萎の縁結び一………ー来生えつ子

火械- 一・…一 ・…… ・一高橋克彦

夜間飛行・…・・・ e・・・・・・・・・・・・・・・縮内貸和

わたしは軍国少年だった…川崎洋

エイズの真実…ー………・山口 剛

地球環境と子ども・H ・H ・..…大田発

湾岸戦争と環爆破壊・・・・・・・・・石山鉄郎

淀川長治シネマパラダイス

・…ー一淀川長治

新感覚の中規模住宅・...........講談社

寝たきり老人ゼロ作戦 …山口 昇

得手に帆あげて ………・本田宗一郎

パン主房楽重物語…・…・… 松 永 節

目世紀のハイテク農業......高辻正妻

マ
ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
燃
料

マ

乳
児
川
た
ら
い
い
燃
料

マ
乾
燥
機

付
ぎ
令
内
助
沈
泌
機

2

・一力
刊
マ

も
ち
つ
き
機
活
し
A
H
い

マ
山
転

中

{却付
与}
千
円

マ
行
納
ス
ト
ー

ブ
い
燃
料
1
・h
下
川

マ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

・
一万
川

マ
折
り
た
た
み
い

す

一行
川

マ
本
棚

7

・千
川

マ
印
式川以
附
抑
制
竹

マ
い
ぐ
さ
山
町

仙
川
{
五
枚
)
燃
料
マ
川
内
物
浴
衣

地

相燃料

マ
ワ
イ
ン
ク
ー
ラ
ー

1
・h
川

マ
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
(
ス
チ

ー
ル
製
)

一て
千
1
氏
千
円

マ

.u

h
A
オ
ル
ガ
ン
-
一
千
川
マ
学
生
服

{上
ド
-

HH

川校
似

-m
}・

:h
川

マ
ウ
イ
ン
ド
ー
ク
ー
ラ
ー

無
料

マ
レ
コ
ー
ド
(
歌
ぷ
山
集
)無
料

図蜜館公@0880案内

マ
ベ
ビ
i
ラ
ッ
ク

マ
力
|
シ
ー

ト

マ

ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
テ
レ
ビ
(
大

き
め
の
も
の
}

マ
ワ
|
フ
ロ

マ

扇
風
織

マ
オ
ー
ト
バ
イ

(
切
さ

マ
会
議
川
民
机
(
附
ム
己

マ
ル
ー
ム

ラ
ン
ナ
ー

マ
介
必
川
ベ
ッ
ド

マ

ヒ
ア
ノ

マ
・小
U
F
ヒ
ア
ノ

マ
ヒ
ア

ニ
カ

マ
む
州
市
い
す

マ
向
転
巾

(大
人

-
L
ど
も
}
門v
k
川
千
山
尚

校
口
、
J

グ
ス
カ
ー
ト
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震墨-

い
ら
い
ら
な
ど
克
服
し
て

気持ちが疲れたときは、 どちらの風呂に入った方がよい?
G:著者めの湯にさっと入る @ぬるめの湯にゆっくり入る(下段に答え)

「

UE
J
毎
日
二
十
本
ず
っ
た
ば

-
Z

口
川
」
破

っ
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

せ
き
や
た
ん
が
毎
日
出
る
し
、
肺
が
ん

も
心
配
で
す
。
禁
煙
し
た
い
の
で
、
方

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

つ
い
引
一

世
界
的
に
唄
雌
ギ
は
ド
か
勺

「
μ」
て
い
ま
す
か
、
日
本
で
は
、
女

性
と
・
中
学

・
向
校
生
な
ど
の
朽
い
人
の

喫
煙
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
た
ば

こ
か
肺
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

が
ん
や
紋
心
症

・
心
筋
梗
塞

・
怯
性
気

管
支
炎

・
肺
気
随
な
ど
の
病
気
の
原
因

で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
て
も
、
「
こ

の
一
服
が
や
め
ら
れ
な
い
」
「
吸
っ
て
い

る
姿
が
か
っ
こ
い
い
」
「
や
せ
た
い
か
ら
」

な
ど
、
さ
ま
さ
ま
な
取
出
を
つ
け
て
、

た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
人
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。

た
ば
こ
の
煙
の
在
は
、

岐
う
本
人
ば

か
り
で
な
く
、
周
凶
の
家
扶
や
駒
場
の

人
の
他
巾械
を
2
U

特
か
し
ま
す
し
、
特
に
、

乳
幼
児
や
妊
婦
の
い
る
場
所
で
は
%
を

使
っ
て
い
た
と
き
た
い
と
思

い
ま
す
@

禁
煙
を
達
成
さ
せ
る
コ
ツ

喫煙は周囲にも気を配って

①
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、

水
や
お
茶
を

飲
ん
だ
り
、
深
呼
吸
を
繰
り
返
す

②
口
寂
し
い
と
き
は
、
代
間
品
(
低
カ

ロ
リ
ー
ガ
ム
ゃ
あ
め
、
口
比
布
な
ど
)

を
用
い
る

①
ア
ル

コ
ー
ル

・
コ
ー
ヒ
ー
は
投
え
る

④
吸

っ
て
い
る
人
や
喫
煙
場
所
に
近
づ

カ
な
し

⑤
気
分
転
換
に
軽
い
巡
動
を
し
た
り
、

抗
告
を
す
る

⑤
過
労
を
避
け
、
夜
は
ギ
く
ん
似
る

き
て
、
一
日
に
た
ば
こ
を
倣
う
本
数

×
喫
煙
年
数
が
側
以
上
に
な
っ
て
J

る

人
は
、
柿
か
ん
に
な
る
可
能
性
か
向
い

と
ト
わ
れ
て
い
ま
す
山
で
も
、
十
一

H
L旬
に
肺
か
ん
検
診
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
巾
し
込
ん
で
く
た
さ
い

J
M
煙
を
始
め
た
ら
、
ト
ら
ト
ら
・
不
安

怯
な
ど
か
一

1
二
週
間
続
く
と
忠
い
ま

ナ
が
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

着任
川
-

A
却
事
吋

恋する伊勢物語…………・俵 万智

おいしい人間………・ …-高峰秀子

登校拒否児から学ぶ…・・・小野 修

ザ大相撲92-93年版・・・・・・出羽海智敏

金目成その衝撃の実像 …一東亜日報

人生ふしぎ発見・・・ ……ー草野 仁

原宿日記…・…...・ H ・...…林真理子

土俵の牛若丸努の海

'"舞の海担当記者グループ

佐川急便の犯罪....・H ・.......山本峯章

美しい住まいの庭

..ニュー八ウス出版縞

心の疲れがとれる本… …・公方俊良

朝がうれしい眠り学・・・・・・・・・鳥居鎮夫

上
回
女
性
会
議
(
仮
称
)
の
設
立
に
つ
い
て

市
民
参
加
の
も
と
に
上
山
市
女
性
行
動
計

酬
が
策
定
さ
れ
、
い

ま、

地
策
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
地
域
を
はん
る
と
、
ま
だ
ま

だ
「
闘力
は
仕
ぃ午
、
女
は
家
庭
」
と

い
う
よ
う

な
凶
定
観
念
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん

か。

女
性
問
題
は
、
社
会
全
体
の
問
題
で
あ

り
、
男
女
が
と
も
に
対
応
す
る
と

い
う
視
点

か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
男
女
の
共
同
参
加

が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
た
り
ま
せ
ん
。

こ
の
行
動
計
州
の
推
進
は
、
行
政
の
み
仁

川
せ
ら
れ
る
む
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
い
m
MK

か
州
瓦
に
池
山
し
、

山
分
た
ち
日
身
の
二
卜

一
世
紀
に
向
け
て
、
新

L
い
到
女
共
同
社
会

の
あ
り
万
を
倒
造
ld
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
進
め
て
い

く

「
上
旧
女
性
会
議
ヒ
仮
林
)
を
設
立
き
せ

房一叫

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
忠
わ
れ
ま
す
。

つ
い
て
は
、
発
起
人
会
を
作

っ
て
準
備
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ね
願
い
し
ま
す

-
呼
び
か
け
人

附
明
治
之
、
松
田
幸
子
、

三
川
千
代

f
ほ
か
十
七
人

関
心
の
あ
る
か
た
は
、
日
山ポ
務
局
(
厚
生
課

H
r
内
総

1
6
0
7
、
1
6
0
8
)
へ
ど
う
ぞ
。

あらゆる分野で共同参加を

-Aqt
-

A
El
 

[
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住民の声に
耳を傾け、

行政に
生かす

皆
さ
ん
の
中
に
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
、

マ
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

マ
納
得
で
き
な
い

マ
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

な
ど
お
困
り
の
か
た
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
か
。

十
月
十
一
日
刊
か
ら
秋
の
行
政
相

談
迎
間
が
始
ま
り
ま
す
。
行
政
相
談

週
間
は
皆
さ
ん
に
行
政
相
談
を
広
〈

知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
全
悶
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

巡
回
相
談
所
を
開
設

こ
の
週
間
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、

次
の
日
程
に
よ
り
巡
回
相
談
所
を
聞

き
ま
す
。

道
路
、
社
会
保
険
、
登
記
、
土
地

改
良
、
生
活
保
護
の
問
題
な
ど
、
役

所
の
仕
事
に
つ
い
て
お
困
り
の
か
た

は
お
気
軽
に
ご
利
則
く
だ
さ
い

各
保
有
国
で
は
、
次
に
よ
り
来
年

度
の
入
国
受
付
を
行
い
ま
す
。

-
入
園
で
き
る
基
準

保
有
凶
に
入
悶
で
き
る
ぷ
単
は
、

次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
で
す
。
な
お
、

同
居
の
親
族
そ
の
他
の
人
が
児
童
を

保
育
で
き
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

入
国
で
き
ま
せ
ん
。

①
保
護
者
が
外
で
働
い
て
い
る

②
保
護
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
、
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
す
る
た
め
、

子
ど
も
の
保
有
が
で
き
な
い
場
合

③
母
親
が
出
産
の
前
後

④
保
識
者
が
病
気

⑤
保
護
者
が
問
肘
の
病
人
を
者
識
し

て
い
る

@
家
胞
の
災
汗

平
成

5
年
度

入
始

E

-
申
請
方
法

各
保
育
闘
の
受
付
日
に
、
入
閣
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
在
悶

児
、
新
入
同
川
ん
と
む
、
同
じ
日
に
受

け
付
け
を
し
ま
す
。

申
請
書
は
、
在
園
児
に
は
各
保
育

聞
か
ら
お
披
し
し
ま
す
。
新
た
に
入

闘
を
希
担
す
る
人
は
、
各
保
育
岡
、

児
童
保
育
謀
、
各
支
所
ま
た
は
民
生

・
児
童
委
は
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

く
だ
さ
い
。

-
入
園
申
請
書
以
外
に
必
要
な
書
類

マ
常
勤
|
|
源
泉
徴
収
諜
の
写
し
ま

た
は
確
定
申
告
書
控

マ
内
戦
や
パ

ー
ト
勤
務
|
|
申
諮
占

の
説
明
欄
に
手
業
所
の
証
明

マ
病
人
の
行
議
ま
た
は
保
護
者
が
病

気
|
|
診
断
書

マ
出
産
前
後
|
|
母
子
健
康
手
帳

マ
身
体
障
害
者
の
看
護
ま
た
は
保
護

者
が
身
体
障
害
者
|

|
身
体
障
害
者

手
帳

マ
保
護
者
以
外
の
同
居
の
親
族
(
六

十
六
歳
未
満

)
i
l保
育
で
き
な
い

こ
と
を
証
明
す
る
普
知
(
内
臓
証
明
、

診
断
書
な
ど
)

-
中
途
入
国

年
度
の
途
中
で
、
保
護
者
の
育
児

休
業
の
終
了
ま
た
は
緊
急
に
入
閣
が

必
要
と
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
月

の
一
日
か
ら
入
国
で
き
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

児
童
保
育
課
(
内

線

1
6
3
2
)
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お知らせア・号令ルト
包lE.hh(})よfJz日ザベごう山一ズごみを減らそう凡細谷鰐8んの役名に

自治会安全部長兼術

ご
め
い踊
慨
を

お
祈
り
し
ま
す

〈

8
月
届
け
出
分
・
叡
柿
略
〉

伊
藤
賢
明

宮
崎
武
尚

浅
名
利
信

品刑
囚
た
つ
江

清
水
九
女
治

木

町

神

畑

中

野
下
之
条

上
塩
尻

相
談
に
は
総
務
げ
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
行
政
相
談
只
が
応
じ
ま
す
c

相
談
は
秘
密
を
守
り
無
料
で
す
。

101 65 84 85 81 

し 、量 と ζ ろ

10 FJ 
!F前 911手

広岡公民-iELIC 

19日
午後 11時(rll 

-411与
川西公民館

10月
'J"'I~j 9 11寺

城南公民館
一正午

20日
午後 111寺 上野がほ1・.).j

-4 1I;y 公民館

巡回行政相談所(敬称略)

氏 名 住所 ・屯話

三井 n22d:.茂~If 殿:峻1290(亦収)

合 ⑮ 5425

坂国 f;!. 
古安1出3986(柳沢)

ft@ 2457 

関 i汗チ
'M'~J城5・4-6 (城北 )

まま⑫ 1466

" ・・"風.

御所205-11(御所)
長宇宇川芽生 合 @ 1400

行政相談委員

竹
内
信
仁

宮

下

茂

細

川

政

西
沢
義
三
郎

小
林
き
よ
子

桜
井
清
次

石
井
米
作

中
村
春
美

西
原
輝
雄

太
田
万
平

古
平
一
郎

工

藤

例

中
常
国

小
井
回

大
手
町

吉

田

lv
ヘ

円U

ぶ
小
ド

Z
小
『

小
井
田

倉

升
舞

田
鎌

原
金

井

上
本
郷

中

野

63 81 65 69 72 94 77 84 81 69 84 69 

5年度保育 園入園受付日程表(受付時間は各保育園とも午後0時30分一4時)

圏 名 所在地
延長保育時間 乳児保育

受付月日 電話
朝 タ 土曜日 (0歳児)

甘 露 間 上鍛冶町 7:45から 6:30まで 4:00まて :夫 B血 11/.4 (1<) @η665 

手ム
失 蓉 保 育 園 新聞 7:30 7:00 5:30 実施 1/ 4榊 @1147 

聖ミカエル保育園 馬場町 7:30 5・30 2:00 11 4 (1;) ⑫1361 

立 歓 喜 厨 ;東訪苦117:15 7:00 6:00 災地 // 4 (I}o ⑫1595 

保
緩楽寺保育園 中之条 7:00 6:00 3:00 ヨ'i b事 // 4 (1<) @4064 

西丘 保 育 E自 町f吉国 7:00 7:00 6:30 実施 // 4 (1;) @1157 

育 常田保育函 ~t ~'ií・ m 7:45 6:00 6:00 災地 // 4t付 @1520 

園
秋 利保育国 砂(和 7: 15 6:45 6:30 災地 // 4 (1;) @8820 

ェ 好町保育園 三 好町 7:30 7:00 7:00 ';Ii胤j グ 4(~Ò @1l60 

あゆみ保育園 笹 :If 7:30 7:00 7:00 実民民 // 4(1jゆ@0503 

東都保育銅 上-;;:; Efl 8:00 7:30 3:00 実純i11/5 (.f:) @0682 

南部保育園 南 ヲミ 例IJ宙I // 5 (.f:) @7108 
オヒ {呆 育 国 首主 ~t // 5 t村 @3475 

塩尻保育園 上塩尻 // 5 (.村 @3476 

市 神川第一保育園 大 E量 // 6 (付 ⑮0299 

神川第一保育園 みすす台南 // 6 (~事 @O349 
国介保育関 関 分 グ 6l制@Ol05 
神科第一 保青圏 長 11 6闘 @O597 

立 神科第一保育園 西野竹 11 6闘 ⑫0598 

霊殿 保 育 園 宮之上 8:00 6:00 3:00 実施 11 10(刈@6802 
織が丘保育園 梅が丘 11 10(刈⑮1171 

{呆
城下 保 育 殴 中村 8:00 6:00 3:00 災 b事 1/ 10(刈⑫ 887 

川辺保育園 川辺町 8:00 6:00 3:00 災地 11 10(刈⑫5029 

下 之条保育園 下之条 11 10(刈 @2986 

泉国 保 育 園 背 国 // 10(刈 @5163 

2同民 4包囲中央保育国 上半:郷 7:30 6:00 3:00 実樋i グ lHM @2512 

東温田保育図 下之郷 8:00 6:00 3:00 きた 随i 1/ 1I(if<) @2552 

函塩田保育園 手 Iま グ 11(if<) ⑬2609 

ふたぱ保育問 院 内 11 11(1<) ⑧2063 

国 塩田北保育箇 上小品 8:00 6:00 3:00 災地 グ l!il}o ⑬2636 

;満塁保育関 i甫 1司・ // 12(.f:) @2058 

白銀保育園 仁古図 8:00 6:00 3:00 が 12刷 @2004 

室賀 保 育 関 下~ TI 8:00 6:00 3・00 実 8血 11 12(.j~ @2142 

小泉 保 育 罰 泉 11 12(-1，1 @7356 
市役所児童保育譲 11月16日開ト 19日制 指定日 L保育園で受け付け

できなかった人

松

井

義

雄

神

畑

中
村
さ
と

下

室

賀

上

野

さ

き

怖

が

丘

樋

口

は

ま

子

岡

竹

内

三

郎

下

塩

尻

三
好

文

男

緑

が

丘

西

戸

品

美

代

志

仁

古

田

上

原

昭

三

下

郷

田
中
歌
子

・中
之
条

原

因

ま

さ

を

大

屋

井

上

一

浦

野

池

田

利

次

諏

訪
部

75 66 91 76 63 63 81 57 77 83 69 73 

宮
沢
嘉
十
郎

加
藤
義
登

江
原
く
ら

木
藤
捨
男

清
水
季
治

竹
内
せ
つ
を

加
藤
源
助

竹
内
寅
男

山
越

い
志

成
沢
た
だ

丸
山
知
志

手
塚

ユ
キ
子

織
鎌石が因子J保北小御上大西

丘 之 常 常前
原神北分上野国泉所田鹿山

71 63 87 90 54 80 85 72 57 95 81 82 

工

藤

党

原
聞
か
え

長
谷
川
富
代

羽
生
田
文
平

桑
野
節
子

片
岡
き
ん

斉
藤
菊
三
郎

桑
原
シ
ズ

斉
藤
ミ
サ
オ

山
浦
随
一

佐
藤
は
る

関

欽

爾

下

回
手

川

内

院

白

山

口

沌

笹

井

臼

訓
引

L
1

ワ臼

翁
w

-

R

Q

d

十

人

η

中

之

条

例

山

目

前

上
常
図
的
山

下
小
島
町
ω

み
す
ず
台
南

町

内 塚 組

滝
沢
美
友
夫

笹
口
真
由

竹
内
け
さ
の

古

畑

豊

浜
田
清
士

安
部
政
子

高
橋
ツ
ル

ヨ

石
田
幸
司

吉
永
鎌
一

黒
田
ツ
ネ

生

塚

上
本
郷

下
塩
尻

鎌

原
倉

升
大

湯

下
問
棚

上
紺
屋
町

北
常
田

上
紺
屋
町

85 。89 64 83 81 60 80 58 87 
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人
権
に
関
守

3
写
真

・
作
文
怒
と
を
募
集

市
教
育
委
只
会
、
部
孫
差
別
を
な

く
す
上
田
市
人
権
啓
発
推
進
委
臼
会

て
は
、
同
和
教
育
の
推
進

・
部
孫
解

政
の
早
期
実
現
を
図
る
件
発
前
動
を

進
め
る
た
灼
に
、
人
権
に
関
す
る
写

ト円
、
・
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
人
の
あ
た
た
か
さ

{人

権
尊
荒
)
や
部
落
解
放
に
向
け
て
の

啓
発
に
な
る
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ

マ
募
集
作
品

①
写
真
(
カ
ラ

i
、

モ
ノ
ク
ロ
t

大
き
さ
は
自
由
)
②
作

組
脚
上
岡
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
来
年
度
採
用
予
定
の
職

い
川
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す

マ
募
集
人
員
各
職
前
と
も
新
干

名

マ
必
要
書
類
①
受
験
申
込
歌
山

(
総
務
課
に
あ
リ
ま
す
ご

ω隠
臨
書

お
よ
び
最
終
学
校
成
績
証
明
書
(
日

校
作
学
者
は
統
一
応
必
存
知
を
佐
川

し
、
そ
の
他
の
人
に
つ
い
て
は
総
務

諜
に
あ
る
も
の
を
使

mし
て
く
だ
さ

い
}
③
他
胤
拾
断
件

(公
立
医
雌
機

聞
で
受
診
し
た
も
の
)
④
臼
円
切
予

添
付
の
山
二
車
封
筒

(介
汗
述
給
川

あ
て
名
を
記
入

J

マ
申
し
込
み

十
川
十
二
日
川
か
ら
同
三
十

一
日

ω

ま
で
に
山
役
所
三
階
総
務
課

へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
た
だ
し
、
部
四
土

眼
目
は
閉
庁
口
で
す

マ
問
い
合

わ
せ
総
務
諜
(
内
線
1
2
0
2
1

1
2
0
4
}
 

文
(
四
十
引
字
詰
め
原
稿
用
紙
六
位
以

内
)、
惇
諾
(
字
数
二
十
字
以
内
)
③

ポ
ス
タ
ー

(B
3
版
以
下
材
料
は

自
由
)
マ
応
募
規
定
住
所
、
氏

名
、
屯
話
番
号
を
記
入
し
て
、
十
一
月

三
十
B
仰
ま
で
に
同
和
教
育
課
(
市

内
大
千

了
!
二

!

一
六

・
内
線
1

7
4
1
)

へ

申し込みは総務課まで

4年度上田市職員募集要項

耳襲 忽 受験 資 絡 試験日 団~一 ー
昭和43年4:ただし、平成

消防戦 月2日以後:4年4月l日

(禽字程度) に生まれた:現在、上田市 11月I08(大}教 養試験

人 :民である人、 午前86寺 面接
:または勉学な

作文技能労務職 昭和33年4:どのため一時 受付開始

(一術員)月 2山一…性 絡検査

Ff務員・給食員・ に生まれた:1主しているが試験開始 体 力検査

寮母等 人 :家族lま上田市

(i高卒濃度) j民である人

新
築
・
糟
改
築
苛

3

か
た
に
『
建
設
資
金
」

市
で
は
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は
増

改
築
す
る
か
た
に
お
貸
し
し
ま
す

マ
貸
付
金
額
五
十
万
円
以
し
J

二

百
万
同
以
下
(
利
率
年
五
・
六
%
)

マ
返
済
十
五
年
以
内
で
元
利
均
等

月

賦

償

還

マ

そ
の
他
貸
付
条
件

が
あ
り
ま
す

f

マ
申
し
込
み

十

月

三
十
一
日
印
ま
で
に
管
理
課
(
内
総

1
5
0
4
)

へ

園
お
気
軽
に
ど
う
玲
f

圃
巡
回
宅
地
・
住
宅
相
談

相
訟
は
す
べ
て
無
料
で
、
秘
密
は

守
り
ま
す
。
融
資
制
度
、
土
地

・
建

物
の
売
買
契
約
や
登
記
、
借
地

・
情

家
の
問
題
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

マ
と
き

十
月
十
五
日
同
午
前
十

時
i
午

後

四

時

マ

と

こ

ろ

市

観

羽

光
会
館
二
階

(上
回
城
跡
公
間
前
)

{

マ
問
い
合
わ
せ
県
住
宅
部

・
県
宅

地
住
宅
相
談
所
8
0
2
6
2
命
)
7
3

d
サ
，

nU
 

4
 

だ-え-つ都

高
校

・
大
学
な
ど
へ
の
進
字
資
金

広

の
ほ
か
授
業
料
、
下
宿
代
な
ど
在
学

中
に
必
要
な
資
金
に
も
ご
利
問
い
た

だ
け
ま
す

R

マ
対
象

高
校

・
短
大

・
大
学

・

各
種
学
校
な
ど
に
進
学

・
在
学
す
る

人
ま
た
は
保
護
者

マ
融
資
額

学

生

・
生
徒
一
人
当
た
り
百
五
十
万
円

以
内

マ
返
済
期
間

五
l
六
年
以

内

マ
利
率

年
六

・
O

%

マ
申

し
込
み

国
民
金
融
公
庫
長
野
支
席

8
0
2
6
2
@
2
1
4
1
 

4 
1 

ご
利
用
く
だ

h
v
v
f

吋
固
め
教
育

n
l
b』

千葉県相市

「菅平かしわ狂Jの職員募集
千葉県柏市では、真田町の市民保

養施設「菅平かしわ荘」の職員を次

のとおり募集しています

!>職種 技能員 ・技術員 !>募集

人員 若干名 !>勤務場所 「菅平

かしわ荘j !>職務内容 宿泊施設

に関する業務会般 !>受験資格 昭

和32年 4月2日以降に生まれたかた

て、普通自動車運転免許のほかに、

大型自動車運転免許 ・調理能 ・ホイ

ラー技士 ・危険物取扱者のうち、い

ずれかの資格をお持ちのかた !>試

験日 11月7日出午前 9時~正午

b試験会場 菅平かしわ荘(真田町

大字長1278-2432) !>受験案内

はがきで受験案内 ・申込書を柏市役

所人事課(干277千葉県柏市柏5-

10-1・宮0471@1l11内線272) まで

請求してください。申込期限は10月

27日まで。

室内プー)vrアクアプラザ上旬』は、館内の機器の点検工事のため、
10月12日円から岡田日附まで臨時休館しますので、ご了ゑください。



d{wlP 10、竹月の催し的 1111
・親子パソコン教室 (初，し・者)

1>とき 10月118(8)午前 9時30分~午後4時

1>ところ パソコ咳室 1>対象 小学 4年~。
掌 3年まての羽子 1>申し込み 電話でとうぞ

・親子映画劇場

1>とき 10月24日{刻、 25(81 跨間は午前10時、

午後 l時 3時の 3回 b上映作品 「紅の豚J

b入場料 高校生u上1.100円、中学生以下900円

b会場 文化ホール 1>定員 各国 500名
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保健 診tt
保健予防課(内線 1374)

百日せき・ジフテリア・破傷風

・三種混合予防接種

9月の 2回目に続き、 3回目を下表のとおり行いま

す。詳しくは、8月1日付け「広報うえだJ16ペー ジ

をご覧ください。

※接種時間は午後 |時30升から 2時30介までです。

※駐車場が狭いため、箪での来場はなるべくご遠慮、く

ださ L、。

三種混合予防接種目程表 (3回)

42432E 、 土持 1'， 
笑 鳩 日

対象地区
3 悶

iI1保健センター 南部 ・北部

)11 jIl i町 ι ￥‘ 館
10月9日

川 辺 ・泉悶
(金)

上野が丘公民館 有j1科 -fI 殿

rli保 lU!'センター 10月14日 西宮1¥ . ~~ Jli. 

一 h子 阪J dzh zミ 自自 (水) 域 下

川西tl:会悩祉センター 10月16日 )11 閤

神川地 区 公 民 館 (金) 布11 I11 

i1i 保健センター 10月208 東宮11・中央

m:国母イー健康センター (火) I昆 凹

予
11 月118 南部・北部・西部・混成・

(水) 川辺 ・泉悶 ・ 神科 ・~殿
1悩 rlj保健センター

11月12日 京都・中央・城下・禍I川・
日

(木) 塩崎 ・川西

第45田県展 10月7日嗣まで創造鎗で開催しています。

小児まひ予防

・ポリオ生ワクチン

t>対象 平成4年 1月から 6月までに生まれた幼児

( 4歳未満で今まで1回も受けていない、または 1回

だけ受けた幼児も含みます) t>投与方法 6週間以

上の間隔をおいて、 0.05me.ずつ2回投与します。 t>

接種時間 午後l時30分から 211寺30分まで t>持ち物

ffJ:チ健康手l阪、問診票(亦ちゃん手帳の中にありま

す。会場にも用意) t>注意事項 ①赤ちゃん手i阪の

中の予防接種前後の注Jcl~-rJ1.項を よくご覧ください。②

麻しん ・MMR按碓後は 1か月間、三種i1M}接般後は

2週間、ポリオの投与が受けられません。

ポリオ(小児まひ)予防接種日程表

dzh a ti~ 名
災地 8

再t 唱え 地 区
l図 2図

t孟[日母子総脱センター % % 塩 回

川辺町会館 (刈 (.t:) 川辺・泉田

東部 (io世入 ・泉町 ・上笥・|迫 ・
中?;t回 ・下1i¥'EFI .北常

10 12 83・材木i町 ・常入)

市保健センタ ー 月 月
商都 (下半Itli延町 ・鎌原 ・商!協 ・

新町 ・諏訪部 ・生塚 ・
15 8 常3寺町 ・緑が丘・新屋 ・

日 日 緑が丘北 ・緑が丘商 ・

(村 (刈
城北)

i<ll 111 .II!!区公民館 神 111 

川商社会福祉センター 111 西

南郷 (雨天台11町 ・ 泉:;:~ .北ヲミ
村l町 ・松尾町 ・ntt慌自!T'

本町・末広町・大手町)

10 12 中失 (償町 ・海野町 ・原町 ・
袋町 ・馬場町 ・悶町 ・

I ~j 保健センター n 円 1L)潟町 ・木i町・北大手)

北部 (1:111原柳町 ・下川原、柳
23 11 町 ・愛'l，'町・上鍛if，'町 ・

日 日
鍛冶町 -上房山 ・下傍
山 ・柳町T.新聞 ・山に1・

1翁 ω _I.，紺桜町T)
塩尻 (秋利・l二以lJl.-下厄}fU

よ里Tが任公民館 神科 ・塗鮫

三好町会館 城 下

※1回目と2回目の間隔は、 6週間以上あけてください。
※駐車場が狭いので、車はなるべくご遠慮ください。

電話を通して 「健康」の宅配便

24時間
健康テレホンサービス

露⑧~@~@ 10月の週間プログフム

{月} 肥満防止

(火) 不妊症について

(水) 脳卒中の話

(木) 入れ歯の手入れ

(金)
じょうぶな歯の子供を

~むために

(土・a)中高高年のスポーツと健康 |

今後、お聞きになりたいテーマのご
要望は長野県保険医協会 (ft026~⑧
0066)までどうぞ。

広謂う~t54 . 10. 1 [16] 
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